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研究成果の概要（和文）：本研究では、ニュースサイトのスタンスを分析する方法として、トピックごとの記事
の賛否に注目して多面的な分析を行う方法を提案した。具体的には、ニュースサイトには、右翼・左翼のような
一元的なスタンスだけではなく、ニュースジャンルやトピックに関する興味の違いがあることを確認したことを
受け、これらの興味の違いを考慮したニュースサイトのスタンスの類似性を利用者の興味を考慮しながら分析で
きるインタラクティブなシステムの提案を行った。
また、並行して行った固有名詞に関する知識として、Wikipediaカテゴリの情報を知識工学的な観点から整理し
たオントロジーの提案をおこなった。

研究成果の概要（英文）：In this research, we proposed a method to analyze news site stance of 
particular news topic using the distribution of polarity of the articles published by the news site 
from multiple perspectives. In this research, we confirmed that it is important to understand the 
interests on subtopics and/or genres of the news articles for detailed analysis of the news site 
stance. Based on this understanding we proposed a system that can analyze news site stance 
interactively by taking account the polarity of the related news articles for multiple subtopics 
and/or genres.
We also proposed Wikipedia category ontology that is new knowledge resource extracted from Wikipedia
 category from the viewpoint of knowledge engineering. This new knowledge can be used for analyzing 
the type of the named entity.

研究分野： 知識工学

キーワード： テキストマイニング　報道分析　可視化　オピニオンマイニング　オントロジー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまでの研究やニュースサイトの分析で行われてきた右翼・左翼といった一次元的なスタンスで
はなく、トピックの興味を考慮して多面的にスタンスを分析するという考え方に基づいて、情報科学の観点から
ニュースサイトのスタンスを分析する新しい方法を提案したという点に学術的な意義がある。現時点では、その
解釈が難しい状況ではあるが、現在問題となっている偏向報道などについての分析を行うための基盤となりうる
技術である社会的意義は大きいと考えている。また、並行して開発したWikipediaカテゴリオントロジーは、知
識工学的な観点からWikipediaの情報を整理したものであり、今後の活用が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究の着想を得た２０１０年代には、ニュース記事へのアクセスが、これまでの新聞やテレビ
放送などを用いた購読・視聴が、インターネットを介した購読・視聴へと大きく切り替わってい
く時代であった。また、そのインターネットを介したアクセス手法についても、信頼性の高い特
定のニュースサイトの記事を中心に購読するスタイルから、Yahoo!ニュース、Google News に
代表されるニュースアグリゲーションサイト、Smartnewsや Gnosyのようなニュースアグリゲ
ーションアプリを用いた複数のニュースサイトからの記事の中から機械的なアルゴリズムで推
薦されたものを読むというスタイルへと変化してきていた。さらに、Twitter, Facebookなどの
SNS からの記事の推薦などが盛んになってくると、公平で信頼性の高い記事よりは、話題にな
りやすい記事を配信するようなニュースサイトが増えてきていた。 
このような問題に対して、人手によりニュースサイトの特性を分析する活動として、Media 

bias chart (https://adfontesmedia.com/)などの活動が開始されていた。しかし、多数のニュース
サイトを人手で分析することは困難であり、新しく立ち上がるニュースサイトなどを継続的に
分析していくためには、計算機を用いた分析を行う枠組が望まれると考えた。 
また、研究代表者の吉岡と共同研究者の神門は、これまでに、「異なる特徴を持つニュースサ
イトを比較対照する世界ニュース分析システムの研究」などを行った実績があり、このような比
較対照により、ニュースサイトの特性を明らかにできるのではないかと考えた。また、研究代表
者がマサチューセッツ大学アマースト校の Allan教授（研究協力者として本研究に参加）を訪問
した際に、Twitterなどを対象とした「物議を醸す(Controversial)話題」についての研究につい
て話を伺い、特定の話題に対する賛否を分析することで、ニュースサイトのスタンスについての
分析を行うことができるのではないかと考え、本研究計画を策定した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、様々な事象について、世界中に存在する多様なニュースサイトを比較分析するこ
とにより、各ニュースサイトについて賛否や興味のあるトピックに基づいた定量的な報道スタ
ンスを明確化する方法を提案するとともに、ニュースサイト間の関係を可視化することで、俯瞰
的に事象を分析するシステムの提案を行う。具体的には、世界各地の様々なニュースサイトから
収集したニュース記事について関連する人物やトピック、賛否の度合いなどの情報を付加して
構築されている GDELT projectのデータベースを活用し、ニュースサイト毎の賛否の度合いに
関する情報の計算に利用する。また、ニュースサイト毎に興味を持つサブトピックの違いやそれ
に対する賛否の違いなどを分析することにより、報道スタンスを定量的に表現する方法を提案
する。また、俯瞰的な分析を行うために、これらの基準を用いてニュースサイトの類似性(非類
似性)の尺度を用いて可視化すると共に、利用者の興味に応じた可視化を行う方法についても提
案する。 
 
３．研究の方法 
一般に、世界中のニュース記事を大量に入手し解析することは、非常に困難であるが、世界中
の新聞記事を収集分析し、その動向を分析するためのデータを構築するプロジェクトである
GDELT project によるデータ公開が行われている。GDELT project では、Google と連携する
形で大量のニュース記事を分析し、その記事の発信者やその URL、記事中に含まれている名前
や組織といった固有名詞などの情報、賛否に関するトーンなどの情報を付与したデータベース
として公開している。本データベースは、著作権の関係などから本文の情報を得ることはできな
いが、大量の記事の中から、たとえば、Trump大統領についての言及を含む記事だけを選択し、
発信者ごとの賛否について分析することが可能である。本研究ではこのデータベースに収録さ
れているニュースサイトを対象として分析を行うシステムを提案することとした。 
また、提案システムにおいて、上記の研究目的を実現するために、次のような項目について順

番に検討を行うことで研究を進めた。 
 
① 論文の賛否についての分析 
② 論文の賛否の割合に注目したニュースサイトのスタンスの分析 
③ トピックに注目したニュース記事の分類とニュースサイトの特徴の表現 
④ ユーザの興味に応じた類似性を考慮したニュースサイトの可視化手法の提案 
 
また、この結果を踏まえて、スタンスの分析に適切なトピックの決め方や、論文の賛否に関す
るより詳細な分析を通して、システムの改良を目指した。 
さらに、上記に並行する形で、新聞記事などに出てくる固有名詞などの分類に有用となる知識
を Wikipedia の記事分類に用いられている Wikipedia カテゴリを利用する方法と、ニュース記
事の意見を詳細に分析する際に有効となると考えられる言説の含意関係の分析についても、並
行して研究を行うこととした。 



 

 

４．研究成果 
研究の第一段階では、2016年の米国の大統領選挙に関する記事として、二人の候補者 Donald 

Trumpと Hillary Clintonについての言及のある記事を用いて賛否の分析を行うこととした。初
期の想定としては、保守派（右翼）の支持層に対応するニュースサイトでは、Trump 候補に賛成
が多く、リベラル（左翼）の支持層に対応するニュースサイトでは、Clinton 候補の賛成が多い
といったシンプルな対応関係になるのではないかと想定したが、新聞記事の平均的なトーン（賛
否）が否定的な記事が多い影響なども受けて、賛成の記事の絶対数や単純な割合では、適切な分
析ができないことが判明した。 
この問題に対し、平均的な賛否の割合というのが想定できるのであれば、Trump 候補に関する
記事と Clinton 候補に関する賛否の割合の違いを比較することにより、サイトの特徴が分析で
きると考えた。具体的には、図１に示すように、Trump, Clinton 両候補に関する記事（両者に
ついて言及している記事は、どちらに対する意見かが分からないため分析対象から除外）を対象
に、賛否の割合を可視化した。図 1の左は Trump 候補、中央は Clinton 候補に関する分析記事で
あり、縦軸と横軸は、それぞれ否定的な記事と肯定的な記事の割合を表している。この可視化結
果から明らかなように、全般的に否定的な記事の割合が多い（左上に点が多い）ことがわかる。
この中でも、たとえば、青い丸で表示されている freerepublic.comは Trump 候補については、
青い線が Clinton 候補の場合に比べて右側にあることから、Trump 候補に対して、Clinton 候補
を支持していると考えられる。図 1の右は、この違いを可視化するために、縦軸と横軸に、Clinton
候補と Trump 候補それぞれに対する肯定的な記事の割合と否定的な記事の割合の差を表してい
る。各々の候補について、同じような割合であれば、真ん中の斜めの直線に近いところにサイト
が表示され、直線から左上に離れるほど、Clinton 候補の支持バイアスが強く、逆に右下に離れ
るほど Trump 候補の支持バイアスが強いと判断できる。先ほどの freerepublic.comは、この表
示においても、Trump 候補の支持バイアスが強いと判断できる。さらに、この可視化において、
真ん中の直線から遠いところを見ると、Clinton 候補に対しては、sci-tech-today.comのような
極端に Trump に否定的な記事が多いサイトや、thebostonpilot.com といったより極端なサイト
を発見できることが確認された。 

図１：Trumpの記事と Clintonの記事の各サイトの賛否の割合と分布の比較のための可視化 
この結果、GDELT project の賛否の情報を用いたニュースサイトの分析は、特徴的なニュー
スサイトを見つけることに有効であると判断した。一方、分析の対象としたサイトの中には、国
内の問題にしか興味がないサイトや、経済、外交といった話題に特化したようなサイト、広く多
くの話題について扱う総合的なニュースサイトなど様々なニュースサイトが存在し、賛否につ
いて似たような傾向を持っていても、話題に対する興味が異なるようなサイトが多く存在する
ことが確認された。 
このようなニュースサイトごとの興味を考慮したスタンスの分析を行うために、一般的なニ
ュースサイトでよく用いられているジャンル分類を考慮した分析を行う枠組みを考えた。ただ
し、今回対象とする GDELT projectで公開されているデータについては、本文の情報が存在し
ないという問題点があり、この問題を解決するために、記事のURLを利用する方法を提案した。
多くのジャンルを設定しているニュースサイトにおいては、URL として https://サイト名/ジャ
ンル/記事 ID のような形式を利用していることが多く、サイトごとのジャンルの読み替え規則
を作ることでジャンルの推定が可能になる場合がある。このようにジャンルが特定されないニ
ュースサイトにおいても、英文のニュースサイトでは、記事 IDが本文のタイトルをもとに、空
白を「-」で置き換えたような名前を利用することが多く、タイトルに関する情報が得られるこ
とが多いことが確認された。本研究では、このようなURLから用いられる情報を用いて、ニュ
ース記事を「政治」・「国内」・「国際」・「経済」・「科学」・「ライフ」・「スポーツ・エンターテイメ
ント」の７種類に分類することで、ニュースサイトごとの興味を表現することとした。 
具体的には、URLにジャンル情報を含むサイトについては、読み替え規則を利用することで、
各記事を上記の７種類から対応するジャンルを決定し、タイトルに関する情報を含む場合には、 
深層学習に基づく機械学習が可能な BERT を用いて分類した。この手法では、ジャンル情報と
タイトルの両者を含むURLから作られるジャンルと本文の対応関係を訓練データとして用いる
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ことで、タイトルを与えた場合にジャンルを出力するシステムを構築した。本研究では、Donald 
Trumpに関する記事に限定したことも影響したとは考えているが、87％の精度で適切な分類を
推定できるシステムが構築された。 
本研究では、上記の分類で分類可能なURLの情報を持ち、Media bias chartで、右翼・左翼
の情報を確認することのできる 77のニュースサイトを対象として、ジャンル分類を行い、ニュ
ースサイトのスタンス分析を行うこととした。本枠組みでは、従来のニューススタンスの分析が
肯定的な記事と否定的な記事の割合にのみ注目していたのに対し、賛否の３分類（肯定・中立・
否定）とジャンルの７分類の組み合わせである 21 次元のベクトルで各ニュースサイトの特徴を
表現し、このベクトルの類似度でニュースサイトの類似度を測ることとした。また、21 次元の
ベクトルのままでは、可視化が難しいため、多次元尺度構成法（MDS）を用いた次元圧縮を行
い、類似度が高いニュースサイトを近くに配置するような可視化方法を考えた。 
また、一般的なMDSの結果では、ある種の情報量の基準に基づく画一的な結果を表現するこ
とになるが、これは、必ずしも、利用者が想定している類似度と対応しない場合が考えられる。
たとえば、経済に興味のある利用者は、経済のジャンルの記事に関する情報を用いた類似度に重
きをおいた表現をすることが望ましいと考えた。 
そのため、本研究では、距離尺度学習の枠組とMDSの可視化をインタラクティブに行うこと
で、利用者の意図を推定しながら、利用者の意図に応じた可視化を実現できる方法である
SIRIUS: Interactive Visualization Tool for Multidimensional Data (M. Dowling et. al., 2019)
を用いた可視化システムを構築した。 
本システムでは、利用者が考える類似した（あるいは、非類似の）ニュースサイト群を指定す
ることで、利用者が興味のある特徴（各々の特徴量に対する重み）を推定するとともに、その特
徴を考慮した類似度に基づく可視化を行うことで、利用者の興味を反映した類似度に基づくニ
ュースサイト群の可視化が行える。また、本システムでは、ニュースサイトの類似度から操作を
開始するだけでなく、興味のある特徴を直接、数値的にコントロールすることで、ニュースサイ
トの可視化を行うことも可能である。図２は、SIRIUSによる可視化結果で、サイトの一般的な
スタンスを示すために、Media bias chartにおける右翼（赤）・左翼（青）の分類を用いて表示
している。 

 
図２：SIRIUSによるニュースサイトの類似度の可視化（左）と属性の類似度の可視化（右） 
この結果から、右翼、左翼のサイトのいくつかをまとめて類似サイト・非類似サイトとして指
定した結果をもとに、興味のある特徴を推定して可視化した結果を図３に示す。左側の図が右
翼・左翼の一部のサイトを左上・右下に設定した後で、再度、ニュースサイト・属性を再配置し
た結果が図３の右の図である。 

 
図 3：ニュースサイトの類似度の設定（左）とニュースサイト・属性の再配置（右） 

特徴的な属性としては、各ジャンルにおけるニュース記事のうち否定的な記事の割合に重き
を置く（大きな丸になっている）という結果になり、金融の記事に注目した中立的なニュースサ
イトがまとまるといった現象も確認された。 
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 また、別の可視化方法として、外交に興味があるといった形で、外交に関する肯定・中立・否
定の重みを直接的に変更すると、外交に興味のあるサイト以外は、中央につぶれた形で表現され、
外交に興味のあるサイトを中心とした可視化結果が表示された。 

 
図４：外交に関する特徴に重きを置いた可視化結果 

本手法により、ジャンルを考慮したインタラクティブな可視化を行うことができることが確
認された一方で、詳細に記事を分析する際には、ジャンルを中心とした分析では、不十分という
ことが明らかになった。具体的には、多くの記事において、7つのジャンル分類は、それぞれ排
他的な分類ではなく、国内の経済の話題といった分類を考えた方が良いという指摘があった。 
この問題を解決したより良い分析を行うためには、ジャンルのような汎用的な分類ではなく、
具体的な話題に応じた分析を行うことが望ましいと考えられた。 
この問題に対応するために、実際にニュース記事の本文を活用したトピックの生成とそのト
ピックに応じた賛否の分析を検討した。具体的には、大量の記事から、分散表現としての Topic 
Modelを作成した上で、クラスタリングを行うことにより、話題に対応する記事群と特徴語を抽
出する枠組である Top2vec: Distributed representations of topics (Angelov, 2020)を用いた話題
の作成と分析に関する予備実験を行なった。ニュース記事の本文については、GDELT Project
のデータから事前に設定したキーワードを含む記事についてのみ、URL にアクセスして記事を
取得した。 
この実験の結果得られた話題は、その大きさをうまく制御しない時には、話題が比較的小さい
サイズで作られるため、肯定（あるいは否定）の話題でよく用いられる単語などを考慮すると、
ニュースサイトの特徴と関係なく肯定的（否定的）な記事の多い話題などが作成されてしまい、
適切な分析には至らなかった。今後は、このような小さく分かれてしまう話題を適切に組み上げ
て、特定の話題についての肯定的な記事と否定的な記事を含む「物議を醸す(Controversial)話題」
となる大きさの話題を作成する方法などを検討する必要があることが確認された。今後は、適切
な話題が設定可能となれば、従来のジャンルの代わりとして、話題を用いることで、話題ごとの
スタンスを考慮したより詳細な多角的なスタンス分析が可能になると考えている。 
また、並行して行なってきた新聞記事などに出てくる固有名詞などの分類に有用となる知識
を Wikipedia の記事分類に用いられている Wikipedia カテゴリを利用する方法の研究において
は、具体的に日本語 Wikipedia のカテゴリ階層を分析し、カテゴリのタイプ（分類をあらわす
Set カテゴリ、話題を表す Topic カテゴリ、また、それらの組み合わせ）とカテゴリ間の関係（推
移律が成り立つクラス・サブクラス階層や、推移率の成り立たない制約としての利用など）を整
理した基本語彙を提案するとともに、実際の 2017 年 10 月時点の日本語版 Wikipedia に含まれ
る Wikipedia の管理用カテゴリを除く全ての Wikipedia カテゴリとその関係について分類を行
った Wikipedia カテゴリオントロジーを Linked Open Data の資源として公開した
(http://wcontology.org/)。こちらの資源については、Linked Open Data Challenge 2021でデ
ータ作成部門 優秀賞とオントロジー賞（オントロノミー合同会社）を受賞した。 
もう一件のニュース記事の意見を詳細に分析する際に有効となると考えられる言説の含意関
係の分析の研究については、日本語の法律条文を対象とした言説の含意関係分析の課題（COLIEE: 
Competition on Legal Information Extraction and Entailment）に取り組んだ。この課題で
は、司法試験の問題文（択一問題）の言説が法律条文（今回は民法を利用）により含意されるか
（正しい言説か否か）を判断する課題である。このような含意関係認識においては、十分な訓練
データが存在すれば深層学習をもちいたシステムの性能が向上することは知られているが、訓
練データの作成にはコストがかかり、訓練データの拡張が必要とされている。本課題では、法律
条文により言説が含意されるか否かを議論する際の観点が、条文で想定されている条件を問題
の言説が満たしているかどうかを判断する意味的な判定と、最終的な法的な判断が一致してい
るか否かという論理的な判定という二つの観点があることに注目した。前者の意味的な判定に
ついては、どのような負例を作るのが適切かといった複雑な議論が必要であるのに対し、後者の
論理的な判定については、法的な判断を反転させることで、機械的に負例を作成することが可能
である。法律条文をそのまま用いるような正例に対して、この負例を組み合わせることで、大量
の訓練データを作成することができる。このように拡張した訓練データを用いて学習を行なっ
たシステムで含意関係認識を行ったところ、正解率が 70%と、参加者中、最も良い成績を示すシ
ステムを構築できた。 
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